
令和２年度君津市一般会計・特別会計決算(見込み)の概要について

１　決算の概要

 (1) 一般会計の状況

実質収支においては １億７，１７７万４千円、９．３パーセントの増となった。

 (2) 特別会計の状況

め実質収支も同額となった。

８千円、３０．９パーセントの増となった。

（単位：千円）

翌年度に
予算現額 歳入 歳出 繰り越す 実質収支

べき財源
Ａ Ｂ Ｃ　 (A-B) Ｄ Ｅ　 (C-D)

49,903,559 46,849,613 44,416,747 2,432,866 409,002 2,023,864

17,523,980 17,872,654 16,801,904 1,070,750 1,070,750

 国民健康保険 事業勘定 8,756,135 9,215,774 8,394,723 821,051 821,051
 特別会計 直診勘定 122,000 103,767 96,372 7,395 7,395

 聖地公園事業特別会計 63,000 60,764 57,593 3,171 3,171

 農業集落排水事業特別会計 33,500 33,728 32,074 1,654 1,654

 介護保険特別会計 7,349,465 7,288,821 7,054,844 233,977 233,977

 後期高齢者医療特別会計 1,199,880 1,169,800 1,166,298 3,502 3,502

67,427,539 64,722,267 61,218,651 3,503,616 409,002 3,094,614

２　経常収支比率（令和２年度決算・速報値）

１８，１５５，６９０千円（経常経費充当一般財源）

２０，３５０，７４９千円（経常一般財源）

経常一般財源において、地方税や地方消費税交付金等の増により約８億２千万円の増額となり、

より約２億７千万円増加した。令和２年度決算に基づく経常収支比率は、令和元年度（９１．６％）

から２．４ポイント減少し、８９．２％の見込みとなった。

 特 別 会 計

合　計

経常経費充当一般財源においては、会計年度任用職員制度の開始に伴う人件費の増などに

 一 般 会 計

特別会計合計の決算額は、歳入総額 １７８億７，２６５万４千円、歳出総額 １６８億

財　政　部

令和２年度の決算額は、歳入総額 ４６８億４，９６１万３千円、歳出総額 ４４４億１，６７４万

７千円で、形式収支は、２４億３，２８６万６千円となり、翌年度に繰り越すべき財源４億

これを前年度と比較すると、歳入においては １１１億３，６９９万１千円、３１．２

パーセントの増、歳出においては １２０億４，５７２万８千円、３７．２パーセントの増、

９００万２千円を控除した実質収支は、２０億２，３８６万４千円となった。

１９０万４千円で、形式収支は、１０億７，０７５万円となり、翌年度に繰り越すべき財源はないた

これを前年度と比較すると、歳入においては ９，２５１万７千円、０．５パーセントの増、歳出

においては １億６，０４３万１千円、０．９パーセントの減、実質収支においては ２億５，２９４万

区　分
歳入歳出

差引

＝ ８９．２％


